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2.研 究のね らい ・目的

本研究は、重点領域研究 「総合的地域研究の手法確立」の主要研究項目 「地域性の形成論理」

に関連する課題として、主として東南アジアの植民地都市を対象として実施するものである。

本研究の狙いは、東南アジアの植民地都市、なかんず くオランダ領東インドのバタビア(現

インドネシアのジャカルタ)を 対象として、東南アジアの地域性の形成論理に関するモデル構

築の可能性を探ろうとするところにある。東南アジアにおける地域性の形成は、東南アジアの

内なる世界と外来文明との相互作用のなかで進行した。内世界と外文明が交わる磁場を形成し

たのは都市である。なかでも、現代東南アジアの地域性をも考察の射程に入れた場合、国民国

家形成に先立つ植民地時代の都市の研究が、きわめて重要な位置を占める。

こうした問題関心に導かれて、本研究では、これまであまり顧みられることのなかった東南

アジアの植民地都市を研究の中心に据え、東南アジアの地域性の形成論理との関係で、次の三

つの研究目的を達成しようとする。

(a)こ れまで東南アジア研究であまり試みられなかった社会史のアプローチを採用し、そ

のための新たな資料の発掘と既存資料の新たな利用法を考える。

(b)植 民地都市の事例としてバタビアに焦点を当て、研究組織メンバーの関心に沿って、

植民地都市世界を精神世界、権力構造、建築空間という三つの位相に分けて多角的に考

察するとともに、植民地都市の全体的なイメージの構築を目指す。

(c)バ タビアという個別事例を手懸かりとしながら、植民地都市を磁場として進行 し、現

代東南アジアにつながるような地域性の形成論理の具体像を明らかにする。

以上の目的のために、平成5年 度から6年 度までの2年 度の計画を立て、第一年度は主

として資料収集に力を注ぎ、第二年度には研究組織メンバー各自による研究課題(後 述)

の追及に専念する。両年度ともにおいて、研究会を積極的に開催する。

本研究の特色は以下の3点 に集約される。

第一は、研究組織を構成するメンバーがいずれも東南アジア社会および都市での豊富な調査
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経験を持つ ことと、メンバーの構成が、社会学、歴史学、建築学 と、社会科学、人文科学、 自

然科学 にまたがるきわめて学際的な構成をもつ ことである。三つの異 る分野の研究者が、東南

アジアの植民地都市、なかんず くバ タビアという比較 的限定 された共通の 「場」を分かち合い、

この 「場」での密度の濃い知的交配をとお して東南アジアの地域性の形成論理にアプローチす

る、 これが本研究 の第一の特色である。

第二の特色は、東南 アジア研究においてこれまで比較的等閑視 されてきた植民地都市を研究

の中心に据え、内世界 と外文明の交わる磁場 としての都市の考察をとお して、地域性の形成論

理を考えようとす るところにある。やや もす る と、東南 アジアの地域性 は、農村部における

"伝統的な"慣 行や しきたり
、人 間関係 と同等に考え られが ちである。 しか し、本研究は、都

市 こそが地域性の形成の中心部分 に位置するものであるとの立場に立つ。

これまでの東南アジアの都市研究は、そのほとんどが現代都市、それ も都市 問題の研究が中

心であ った。その結果が示す ところは、東南アジアの地域性ではな く、 「発展途上地域」 とし

ての地域性 であ り、固有性である。本研究では、国民国家か ら形成 され る現代東南ア ジアの歴

史過程に多大の影響を与えた植民地都市にまで研究の視野を引き戻 し、植民地都市を文学、都

市行政機構、建築 とい う異る位相か ら照射するとともに、植民地都市をよ り包括的に理解 しよ

うとす るものである。

第三 に、地域性の形成論理は時間の記録であると理解 し、歴史的なアプローチを強調す る。

それ も伝統的な歴史学の方法論に因われることな く、現在 「社会史」と総称されるところの、

人間の生活世界により密着可能な歴史的アプローチを強調する。 したが って利用される資料 も、

従来の植民地文書に加 えて、小説、都市行政法、地図、写真 と様 々である。こうした社会史的

取 り組みは、東南アジア研究、それ も東南アジアの都市研究 において もっとも遅れている分野

であるばか りでな く、社会史的アプローチこそが、課題の 「地域性の形成論理」を考えるうえ

で、 もっとも有効な歴史的アプローチであると信ずる。

研究組織の全メ ンバ ーは、すでに東南アジア社会および都市を対象 とした多 くの調査に従事

してお り、いずれ も地域研究におけるエキスパー トで ある。

研究代表者の加藤は、これまで京都大学東南アジア研究セ ンターを中心に数次にわたって行

われてきた科学研究費補助金 による調査 に参加 している。 この うち、東南アジアにおける人の

移動、東南 アジアの都市に関する調査 としては、 「熱帯島填における人の移動に関わる環境形

成過程」、 「東南アジア型都市文明の形成」、 「東南アジア海域世界の動態に関する総合的研

究」などが ある。平成4年 度か らは、 「島嗅部東南アジアのフロンテ ィア世界に関す る動態的
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研究」(代 表者:如 藤剛)の 課題の もとに、3力 年の計画で フロンテ ィア空間 としての都市を

考察 に入れた島懊部東南アジアの動態的研究を推進 中である。

本研究は、こう した海外学術調査の成果を踏まえて準備され、現在進行 中の課題 とも密接に

連携 して行われるが、それ とともに、他大学の東南 アジア研究者 との共同研究を意識的に意図

しなが ら計画 されたものである。知識 と経験の知的交配は、領域研究の 「総合的地域研究の手

法確立」のために必要不可欠だ と考えるか らである。

研究分担者の深見は、東南アジアの都市に関する深い歴史的パ ースペクティブを有 している。

京都大学東南アジア研究セ ンターを中心に行われた科学研究費研究助成プロジェク トの総合研

究(A)「 中国資料に基づ く東南アジア国家成立に関する総合研究」(昭 和57年 度)お よび海外学

術研究 「熱帯島娯における人の移動 に関わる環境形成過程」(昭 和59年 度)に も参加 し、東南

アジアの都市についての洞察を深めてきた。深見の研究成果 は、島喚部東南ア ジアの港市 国家

シュ リーヴィジャヤ、イスラム同盟に代表 され る民族運動 と植民地都市 などについての学術論

文として公表されている。近年では、植民地支配の性格をよ り本質的に理解するために、都市

行政を含む植民地行政機構そのものに関心を広げてお り、その最新の成果が論文 「ジャワ島地

方行政区画」(199Dで ある。

もう一人の研究分担者の泉田は建築学を専攻 し、一貫 してアジアの植民地都市の建築様式の

研究 に従事 してきた。科学研究費補助金一般研究(C)「 アジアのコロニアル建築 に関す る研究」

(平成2年 度、3年 度)や 「東洋建築史学史の研究」(平 成4年 度～6年 度)に おいてアジア

の植民地建築様式に関す る理論的理解を深める とともに、平成4年 度三菱財団研究助成 「遺構

に基づ くバタヴィア都市形成史に関する研究」などを とお して、フィール ド調査に基づ く植民

地都市研究にも積極的に取 り組んでいる。これ らの研究プロジェク トの代表者が総て泉田であ

ることか らもわかるとお り、若手建築学者のなかで、今 もっとも精力的に東南アジアの建築様

式の研究を推進 している研究者である。

以上の ような東南アジアの都市に関す る多 くの調査が、本研究の実施基盤 となっている。

3.平 成6年 度 の研究経過

上記の 目的を達成す るため、平成6年 度は、研究組織メンバーが各 自の研究課題の追及に専

念するとともに、前年度に引き続 いて研究会を積極的に開催するよう努力 した。研究会 は、年

度をつ うじて四回開催することができた。それぞれの総合タイ トルは、 「都市の諸相:メ キシ

コ市 ・ジョホールバル ・香港 ・バ ンコク」 「フィリピン都市の意味空間」 「祝祭空間と しての
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都市1」 「祝祭空間 としての都市H」 で、毎回二人か ら四人までの話題提供者を招き、泊 り

込みで行 った。研究会 には、研究組織のメンバーだけではな く、外部か らの話題提供者や出席

者を募るよう努力 し、この点では、小 さなグループながら充実 した研究会をもつ ことができた。

これ らの研究会の内容は、概略次のようである。

(1)「 都市の諸相:メ キシコ市 ・ジョホールバル ・香港 ・バ ンコク」

日 時:平 成6年6月24日 ～26日

場 所:静 岡市

話題提供者と トッピクは以下のとお り。

横山和加子(慶 応義塾大)「 メキ シコにおけるスペイ ン植民地都市建設 と都市住民」

宇高雄志(京 都大学院)「 ジ ョホールバルの民族混住」

木下 光(東 京大学院)「 香港の都市住民と市場」

宗田好史(京 都府立大学)「 バ ンコクにおける都市住宅の形成 と特徴」

植民地都市バタ ビアに研究の照準を合わせなが らも、東南アジア外の植民地都市、さらに

は東南 アジア内の非植民地都市に も、比較のための関心を広げるため に企画された ものであ

る。主 として建築関係、都市計画関係の専門家を話題提供者として迎えた。

(2)「 フィ リピン都市の意味空間」

日 時:平 成6年9月12日

場 所:京 都大学東南アジア研究セ ンター

話題提供者と トッピクは以下のとお り。

梶原景昭(大 阪大学)「 黄金伝説のゆ くえ」

片山 裕(神 戸大学)「 フィリピン美人 コンテス ト論」

都市をたんに物理的空間 として規定す るのではな く、意味空 間としても把握 し、この視 点

か らフィリピン都市を考察 しようと企画 された。具体的には、 「山下財宝」をめ ぐる言説、

美人 コンテス トという現象を話題 とした。

(紛 「祝祭空間としての都市1」

日 時:平 成6年12月26日 ～28日

場 所:京 都大学東南アジア研究センター

話題提供者 と トッピクは以下の とお り。

横山和加子(慶 応義塾大)「 ヌエバ ・エスパーニャ副王の宮廷 とバロ ック文化」
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エ ンリケ ・セルバ ンテス ・サンチェス(メ キ シ コ国立公 文書館)「 視覚資料でみる旧

スペイン植民地都市メキシコ」

冨沢寿勇(静 岡県立大学)「 マ レー祝祭空間の変容一 一儀礼と遊戯をとお して」

高谷紀夫(広 島大学)「 祭祀空間 としてのラングーン」

二回 目の研究会 と同じく、都市を意味空間、なかんず く祝祭空間として位置付け、19世 紀

および20世 紀初頭における植民地都市の文化状況を探るために企画 された。話題提供者は、

イ ン ドネ シアの外の地域の専門家から選んだ。

(4)「 祝祭空間 としての都市n」

日 時:平 成7年3月27 .日

場 所:京 都大学東南アジア研究セ ンター

話題提供者 と トッピクは以下のとおり。

青山 享(鹿 児島大学)「 ナーガラクルターガマにみ られる恒例儀礼について」

宮崎恒二(東 京外大)「 儀礼の諸相:ジ ャワのグレベ ッグ」

前回の研究会に続いて都市を祝祭空間と規定 し、イン ドネ シアの都市にお ける祝祭が、植

民地期以前と植民地期 とではどのように変化 したのかを考察するために企画 された。このた

めに、ジャワのジョクジャカルタを例に して、話題提供者に発表を願 った。

上記研究会以外 に、泉田が、東南アジア都市 との比較の視点を得るために、研究協力者のヨ

ハネス ・ウィ ドドと沖縄に出張 した。

総 じて、今年度 も、満足のいく研究活動を遂行す ることができた。

4.研 究の成果 とフ ロンテ ィア

これに関連 した事項は、すでに前項で述べているので、ここでは多 くを述べない。二年計画

の最終年度にあたる今年度は、研究会開催以外 は、研究組織メンバーが各 々の研究テーマに専

念す ることを 目標 としたが、全体的にその目標を達成す ることができた。

5.今 後の 課題

平成6年 度の研究計画の終了を受 けて、平成7年 度には、研究報告書のまとめ ・刊行を実現す

る予定である。研究組織メンバー3人 に研究協力者の ヨハネス ・ウィ ドドを加え、計5章 立ての

報告書を計画 している。タイ トルは 「植民地都市の社会史:オ ランダ領東イ ン ドの事例」で、
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章立ては以下の とお りである。

1.加 藤 「植民地都市 間関係の構 図.

2,泉 田 「植民地都市の居住空間一

3. Johannes 'The Life 

    Immigrant Family

4.深 見 「東イ ン ド党

of 

in

・東南アジアの事例から

.商館か らプランテーシ ョン ・ハ ウスまで.

the First and Second 

Central Java"

Generation of a Chinese

ユーラシアン都市知識人の希望と挫折の軌跡

5.加 藤 「文学の映すバ タビア rシテ ィ ・ヌルバ ヤ:実 らぬ恋い』を手がか り

として

6.研 究業績(平 成6年 度発表分)

加藤　剛
"Ch

anging Marriage Patterns in Malay Society of Negeri Sembilan" in Local Societies in 

  Malaysia VoL2, edited by Mizushima Tsukasa. Tokyo: Institute for the Study of 

  Languages and Cultures of Asia and Africa, Tokyo University of Foreign Studies, pp. 

  39-82, 1994. 
"The Emergence of Abandoned Paddy Fields in Negeri Sembilan

, Malaysia" SoutheastAsian 

  Studies, 32(2):145-172, 1994.

「民族 と言語」綾部恒雄 ・石井米雄編rも っと知 りたいマ レーシア

　 1994.

第2版 』弘文堂, pp.71-118,

深 見純生

　 「シュ リーヴィジャヤ帝国」池端雪浦編 『変わ る東南 アジア史像』 山川 出版社,pp.47-69,1994.

泉 田英雄

　 「チ ャイナタ ウンと華人街」　『す まいうん』春号,pp.38-45,1994.

　 「東南 アジアの都市居住 と華人街」r建 築文化』10月 号,pp.7,8-81,1994.
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